
 

 

会員発表紹介 
 

 

 
 

 

第 104回 秋田県農村医学会 (平成 18 年 2 月 5 日) 
 
 
 
 
 

院内感染防止対策における薬剤師の関わりについて 

秋田組合総合病院 薬剤科 ○福岡英喜、吹谷佳奈子、伊藤郁恵、 
白根江里子、伊藤紫野、平泉美奈子、 
川村浩樹、安保忠明 

 
 
当院の院内感染対策へ薬剤師がどのように関っているかについて紹介する。 薬剤師は月1 

回開催の院内感染対策委員会で毎月の抗生剤の使用動向を調査報告、また週1回開催のICTの 
会合にもメンバーの一員として参加している。ICTでは、感染対策の諸問題の解決策を考案し 
て、情報提供、啓蒙活動等を行なっている。情報提供や啓蒙活動の手段としてはこれまで院 
内感染対策だよりを定期的に発行し、また最近では、感染対策用のポスターも作製し、患者 
さんやその家族に対しても注意を促している。 

過去2年間の注射用抗生剤の使用動向としては、全体使用量に特に大きな変動はなかった。 
また、系統別使用量ではセフェム系が55％と半数以上を占め、以下カルバペネム系、ペニシ 
リン系の順であった。また、セフェム系の世代別では第三世代が54％と半数以上を占め、以 
下第二、第一、第四世代の順であった。カルバペネム系は4剤がバランス良く使用されていた。 
抗MRSA薬は毎月バラツキはあるものの、使用量の推移に大きな変動はみられなかった。 

今後、薬剤の使用制限を目的とした抗MRSA薬の届け出制や適正使用の面から薬剤師による 
TDMのデータ解析については検討事項としている。 院内感染対策に薬剤師は今後一層消毒薬 
や抗生剤の適正使用の助言などを通して役割を担って行きたいと考えている。 
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抗ＭＲＳＡ薬の適正使用に向けた取り組み 
 鹿角組合総合病院 薬剤科 ○戸舘輝人、田村亘、木村正行、大信田令子、 

            安保文恵 
 
当院では、平成１７年１月より抗ＭＲＳＡ薬のバンコマイシン、テイコプラニン、アル 

ベカシンの使用にあたり、全患者届け出制とした。また、副作用防止、至適用量、用法の 

設定を目的として、投与前の初期投与量の設定、及び、血中濃度測定後、投与量の設定を 

する事とした。平成１７年抗ＭＲＳＡ薬の使用件数に対して、届け出件数は９０％である 

が、血中濃度測定件数は７５％、血中濃度測定後の解析件数は５０％と、低い結果となっ 

た。血中濃度測定後約３人に１人が、解析をしていない状況であった。投与前の初期投与 

量の設定は、バンコマイシンしか行っていないが、至適用量、用法の設定において、効果 

的かつ安全な投与方法の設定でき、有用であったと考えられる。今後の課題として、届け 

出用紙を改善し、提出漏れ等を防ぐ事、アルベカシン、テイコプラニンにおいても投与前 

の初期投与量の設定をする事を検討中である。 
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薬剤管理システムにおける記録方法の変更について 
－薬剤管理システムの導入－ 

山本組合総合病院 薬剤科 ○田村葵、畠山純子、菊池篤、小嶋雅人、 
佐々木良、高橋幸、佐々木真則、小川信二、 
田口勲、佐藤博樹、藤原斉 

 
当薬剤科では、平成１２年より薬剤管理指導業務の指導記録を効率的に行うことを目的と 
して、POS とフォーカスチャーティングを使い分ける方式を採ってきた。しかしこの方式で 
は担当替えや、新人の教育時に指導内容等を円滑に伝達できないという問題が生じてきた。 
そこで今回、薬剤師間の指導内容等の伝達を円滑にする事を目的に、現在の方式の問題点 
を抽出し、改善することにより、記録記載方法を変更することとした。 
【まとめ】 薬剤管理指導業務の記述様式を POS に統一し、薬剤師間における円滑な指導内 
容の伝達を試みた。また、POS は記録記載に時間を要するため、薬剤管理指導業務支援シス 
テムを使用することにより、効率的な記録を可能とし担当者の負担軽減を図った。 
今後は、POS を行う上で重要なオーディット導入、標準薬剤管理指導計画の追加・分析を 
行い、より効率的で充実した記録記載方法としたいと考えている。 
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当院における栄養管理の現状 

平鹿総合病院 薬剤科 ○佐藤央、齋藤由里子、池田尚子、藤木香、大隅厚、 
下田航也、柴田勝弥、佐藤久美子、淡路泰志、 
加藤千里、三浦修 

 
【はじめに】昨今、入院患者の栄養管理の重要性が注目されている。これに関連して、現在当

院で実際に行われている管理の状況を、特に薬剤科が深く関わっている中心静脈栄養（TPN）、 
経腸栄養（EN）について調査を行った。 
【方法】ＴＰＮ：平成 17 年 12 月 1 日の施行状況を、注射箋をもとに調査した。ＥＮ：平成 
17 年 12 月 1 日～12 月 7 日の施行状況を、処方箋をもとに調査した。 
【結果】ＴＰＮの施行患者数は全体の 11％で、内訳は全体 97 人、施行本数は 127 本であった。 
このうち、外科系は 16 人で 23 本、内科系は 81 人で 104 本であった。カロリー別では、大半 
が 500Ｋcal～1000Ｋcal の間で行われていた。また、97 人中（1 人 2 本を含め）42 人の患者で 
基本メニュー＋補液のメニューであった。ＥＮ施行患者は全体の 7.8％で、その内訳は、ラコ 
ール 30 人、エンシュア・リキッド 13 人、ハーモニックＭ・Ｆ7 人であった。カロリー別では 
大半が 800Ｋcal～1000Kcal で行われていた。 
【まとめ】今、Nutrition Support Team（ＮＳＴ）が話題になっているが、特に、東北地方での 
取り組みの遅れが他地方に比べて顕著である。またＮＳＴに薬剤科がどのように関わっていく 
か、ただ単に、医師のオーダー通りにＴＰＮを調製したり、ＥＮを払い出したりするのではな 
く、今回の調査を通して、院内各部門と協調し、患者個人の栄養管理を薬学的視点からサポー 
トしていかなければならないと感じた。 
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ジェネリック医薬品に対する医師、患者のアンケート 
による意識調査について 

由利組合総合病院 薬剤科 ○鷹島静、打矢美好、阿部充弘、佐藤武弘、 
佐藤留美子、三浦純子、今村知子、堀川均、 
森川和夫、齋藤玉喜 

 
医療費の高騰により、医療保険制度改革が進んできている中、病院への支払包括化、 
患者自己負担の増加などにより、主に経済的な側面からジェネリック医薬品への関心 
が高まってきている。そこでジェネリック医薬品に対する医師、患者のアンケートに 
よる意識調査を行ったところ医師49人、患者100人から回答が得られた。医師向けの 
アンケートでは、86％の医師がジェネリック医薬品を採用しても良いと答えたが、薬 
の品質や情報提供に対する不安等から、採用に関しては慎重になるべきという意見が 
多かった。患者向けのアンケートでは、薬の効き目や安全性に不安を抱いている患者 
が多く、ジェネリック医薬品を処方して欲しいと答えた患者は全体の25％に過ぎなか 
った。薬の価格よりも安全性を重要視する傾向が見られた。今後、アンケート結果よ 
り得られた情報をもとに、安全性、有効性、経済性の観点から、ジェネリック医薬品 
の採用を検討していきたい。 
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薬学６年制による実務実習内容の検討 

山本組合総合病院 薬剤科 ○高橋幸、畠山純子、田村葵、小嶋雅人、 
菊池篤、佐々木良、佐々木真則、小川信二、 
田口勲、佐藤博樹、藤原斉 

 
薬学６年制への移行により、２．５ヶ月間の病院実務実習が必須となる。そこで我々は、 

問題点を把握し、実務実習内容を充実させる事を目的として検討を行った。日本薬学会が 
作成したモデルコアカリキュラムと、当院の４週間実習チェック表を比較した結果、マナ 
ー、守秘義務等の倫理的項目、細胞毒性のある医薬品の取扱い、ＴＤＭ、中毒患者の解毒 
方法の４項目が不足していた。ＴＤＭ以外の項目は、４週間実習チェック表に追加したが、 
当院でＴＤＭ業務は行っていない為、取り組みが必要と考えられる。また、指導者側の知 
識レベルの均一化と質を確保する為、指導体制の評価の在り方についても検討が必要と考 
えられる。今後は、問題点を解決しながら、カリキュラム、チェック表を見直し、４週間 
実習を充実させ、平成２２年度から始まる２．５ヶ月間病院実務実習につなげていきたい 
と考えている。 
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